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「
あ
な
た
の

行
動
に
、
大
切

な
人
の
生
命

が
か
か
っ
て
い

る
。」
４
月
７

日
、
７
都
府
県
に
非
常
事
態
宣
言

が
出
さ
れ
た
。
中
国
武
漢
で
発
生

が
確
認
さ
れ
て
か
ら
約
５
ヶ
月
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
燎
原
の

火
、
世
界
を
焼
き
尽
く
す
よ
う
だ

▼
ヒ
ト
や
モ
ノ
が
世
界
中
で
繋
が

る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、そ
れ
こ
そ
が
感

染
拡
大
の
導
火
線
に
な
っ
た
。
経

済
合
理
性
を
追
求
し
、
危
機
へ
の

備
え
を
怠
っ
た
代
償
は
、
生
命
も

経
済
活
動
も
危
機
に
陥
れ
た
▼
国

境
や
都
市
が
封
鎖
さ
れ
必
死
の
防

疫
・
医
療
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
企
業
・
経
済
活
動
の
縮

小
・
閉
鎖
、
雇
用
不
安
が
広
が
っ

て
い
る
。
危
機
は
常
に
弱
者
へ
深

刻
な
事
態
を
招
く
、
鹿
児
島
県
も

埒
外
で
は
な
い
▼
自
治
体
か
ら
の
、

防
疫
・
医
療
、生
活
の
確
保
、雇
用

や
経
済
活
動
維
持
へ
の
き
め
細
か

な
対
策
と
共
に
、
職
場
や
一
人
ひ

と
り
の
対
応
が
危
機
克
服
の
鍵
に

な
る
▼
今
年
は
メ
ー
デ
ー
１
０
０

年
。危
機
の
中
で
も
、社
会
を
支
え
、

奮
闘
し
て
い
る
世
界
の
働
く
仲
間

に
エ
ー
ル
を
送
り
、
大
切
な
人
を

守
り
、
平
和
・
自
由
・
人
権
・
民

主
主
義
を
守
る
た
め
に
団
結
し
て
、

思
い
合
い
、支
え
合
っ
て
い
こ
う
。
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鹿
児
島
県
労
働
者
共
済
生
活
協
同
組
合
は

お
か
げ
さ
ま
で
創
立
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た

　

す
べ
て
の
若
い
世
代
に
、
新
社
会

人
に
≪
ろ
う
き
ん
≫
を
知
っ
て
い
た

だ
き
、
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

今
年
度
も
「
フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

期
間
は
４
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
、
対
象
者
は
30
歳
未
満
の
勤
労

者
の
方
、
ま
た
は
30
歳
以
上
で
２
０

１
８
年
度
か
ら
２
０
２
０
年
度
新
規

採
用
者
の
方
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
の
お
取
引
は
①
一
般
財
形
ま

た
は
エ
ー
ス
預
金 

②
非
課
税
財
形

ま
た
は
エ
ー
ス
預
金(

年
金
型)

ま
た

は
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ(

個
人
型
確
定
拠
出
年

金) 

③
給
与
振
込 

④
カ
ー
ド
ロ
ー
ン

で
、こ
の
中
か
ら
２
項
目
以
上
を
新
規

で
ご
契
約
い
た
だ
き
、「
ろ
う
き
ん
ア

プ
リ
」
か
ら
応
募
い
た
だ
い
た
方
の
中

か
ら
抽
選
で
１
、０
０
０
名
様
に
選
べ

る
デ
ジ
タ
ル
ギ
フ
ト
「
２
、０
０
０
円

分
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
（
Ａ

ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
ギ
フ
ト
、Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド

ギ
フ
ト
か
ら
ご
選
択
い
た
だ
き
ま
す
）。

「
2
0
2
0
フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」ス
タ
ー
ト
!!

―
―
新
社
会
人
は
、ろ
う
き
ん
で「
つ
な
が
る
」！
―
―

　

１
９
６
０
年
に
創
立
し
た
鹿
児
島
県
労
働
者
共
済
生
活
協
同
組
合
は
３
月

23
日
（
月
）、お
か
げ
さ
ま
で
創
立
60
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

な
お
、３
月
20
日
（
金
）
に
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
「
創
立
60
周
年

記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
出
席
予
定
だ
っ
た
皆
さ
ま
に

つ
き
ま
し
て
は
、ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
と
な
り
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

こ
く
み
ん
共
済 coop 

鹿
児
島
は
、こ
れ
か
ら
も
「
み
ん
な
で
た
す
け
あ
い
、

豊
か
で
安
心
で
き
る
社
会
づ
く
り
」
の
理
念
の
も
と
、組
合
員
の
皆
さ
ま
へ
安

心
を
お
届
け
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

新
社
会
人
の
皆
さ
ん
は
初
め
て
経

験
す
る
こ
と
が
多
く
、
大
切
な
お
金

の
こ
と
ま
で
気
が
回
ら
な
い
も
の
。

ろ
う
き
ん
は
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に

寄
り
添
っ
た
サ
ー
ビ
ス
で
新
生
活
を

応
援
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
ろ
う
き
ん
で
通
帳
と

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
ご
契
約
、「
ろ

う
き
ん
ア
プ
リ
」
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
、〝
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
ツ
カ

エ
ル
！
〟
を
実
感
し
て
く
だ
さ
い
。

　

職
場
の
先
輩
の
皆
さ
ま
！
皆
さ
ん

の
ま
わ
り
に
「
フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
」

の
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

≪
ろ
う
き
ん
≫
が
精
一
杯
お
手
伝

い
致
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
声
掛
け

く
だ
さ
い
。

　

く
わ
し
く
は
最
寄
り
の
≪
ろ
う
き

ん
≫
各
支
店
窓
口
、
渉
外
担
当
者
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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2
0
2
0
年
度
の
新
入
職
員

米村　文博　職員
（種子島支店）

鎌田　早織　職員
（志布志支店）

多田　静希　職員
（大島支店）

鶴田　詠子　職員
（鹿児島支店）

氏名 新所属名 旧所属名 氏名 新所属名 旧所属名

【県本部関係】 武本　充弘 霧島支店係長 徳之島支店係長

浅井　直人 鹿児島県本部業務推進課課長 大島支店支店長 田代　咲子 霧島支店 鹿児島支店

重久　政弘 業務部〈鹿児島地区センター〉専任役（センター長） 種子島支店支店長 小村　あつき 霧島支店 直方支店

鰺坂　隆 業務部〈鹿児島地区センター〉再雇用嘱託職員 業務集中センター鹿児島専任役(所長) 上西　健二 霧島支店再雇用嘱託職員 総務部総務課専任役

久保　聡 鹿児島支店次長 総合企画部リスク管理課副課長 坂之上　いずみ 種子島支店支店長 鹿児島県本部業務推進課課長

和泉　貴之 鹿児島支店次長 霧島支店係長 藤本　祥司 種子島支店次長 行橋支店次長

長野　泰路 鹿児島支店次長 霧島支店次長 新徳　徹 種子島支店 鹿児島南支店

吉満　勝 鹿児島支店専任役 鹿児島南支店支店長 米村　文博 種子島支店 新入職員

有馬　博文 鹿児島支店 営業推進部営業推進課(取引拡大推進チーム) 窪　光仁 志布志支店支店長 出水支店支店長

安井　沙織 鹿児島支店 鹿児島県庁支店 鮫島　剛 志布志支店次長 徳之島支店次長

鶴田　詠子 鹿児島支店 新入職員 鎌田　早織 志布志支店 新入職員

楠元　留美 鹿児島支店 出水支店準職員 山村　さおり 志布志支店 鹿屋支店パートナー職員

福島　博志 鹿児島支店 鹿児島県本部業務推進課パートナー職員 牧野　耕一 志布志支店再雇用嘱託職員 志布志支店専任役

野元　由美子 鹿児島支店 鹿児島南支店パートナー職員 天津　聡司 大口支店支店長 熊本支店副支店長

片野田　尚剛 鹿児島支店再雇用嘱託職員 鹿児島県本部業務推進課再雇用嘱託職員 入部　久義 大口支店係長 霧島支店

後迫　祐二 鹿児島支店再雇用嘱託職員 鹿児島支店専任役 岩﨑　麻衣 大口支店 霧島支店

畠中　耕作 鹿児島支店再雇用嘱託職員 鹿児島支店専任役 増崎　一茂 徳之島支店次長 柳川支店次長

辻村　サナ枝 大島支店支店長 志布志支店支店長 松田　裕和 徳之島支店係長 大口支店係長

米重　裕志 大島支店専任役 鹿児島支店次長 西村　陽一 鹿児島県庁支店専任役 出水支店次長

上野　沙弥 大島支店 出水支店 上原　春香 鹿児島県庁支店 鹿児島南支店

多田　静希 大島支店 新入職員 【統括本部】

出口　美孝 鹿屋支店支店長 大口支店支店長 大江　慎一 監査部営業店監査グループ監査役 種子島支店次長

上馬場　菜央 鹿屋支店 延岡支店 北方　隆 融資部債権管理課専任役 監査部営業店監査グループ専任役

伊藤　さよ子 鹿屋支店 志布志支店準職員 九万田　雅子 総務部管財課代理 大島支店係長

黒木　敏彦 鹿屋支店再雇用嘱託職員 鹿児島南支店再雇用嘱託職員 畠中　珠美 企画部経営企画課 大島支店

堂元　郁美 川内支店専任役 融資部融資集中課専任役 上枡　厚廣 事業部取引拡大推進課 種子島支店

中崎　あかね 川内支店 鹿児島支店 【県外店舗】

野間　郁代 川内支店 霧島支店準職員 宇土　文崇 博多支店 大島支店

出口　千穂 加世田支店次長 川内支店係長 脇山　結羽 博多支店 種子島支店

前原　孝志 加世田支店再雇用嘱託職員 鹿児島支店再雇用嘱託職員 松本　康汰 直方支店 川内支店

亀山　耕介 出水支店支店長 鹿児島支店副支店長 日高　一 飯塚支店 志布志支店

竹之内　誠 出水支店次長 加世田支店次長 菖蒲谷　一功 佐世保支店 鹿屋支店

若松　尚美 出水支店 川内支店パートナー職員 坂　顕一郎 島原支店支店長 長崎支店副支店長

和田　洋美 鹿児島南支店支店長 鹿児島県庁支店支店長 村岡　美佳 人吉支店 大口支店準職員

藤久保　誠 鹿児島南支店専任役 鹿児島県本部業務推進課専任役 濵田　一徳 熊本駅前支店専任役 営業推進部営業推進課専任役

前門　正俊 鹿児島南支店係長 鹿児島支店 吉住　紗貴 熊本駅前支店 鹿屋支店

阿久根　千穂 鹿児島南支店 加世田支店 福田　圭介 宮崎支店副支店長 鹿屋支店支店長

松元　智美 鹿児島南支店 加世田支店パートナー職員 淵脇　誠 都城支店係長 宮崎支店

丸山　里香 霧島支店次長 霧島支店係長 中曲瀬　美代子 都城支店 志布志支店パートナー職員

野﨑　みどり 霧島支店専任役 鹿児島支店専任役

九州労働金庫2020年度人事異動　「よろしくお願いします！!」
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「
ろ
う
き
ん
」
か
ら
「
J 

‐
C
o
i
n 

P
a
y
」
へ

の
チ
ャ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
取
り
扱
い
が
始
ま
り
ま
し
た

  

「
ろ
う
き
ん
」
で
は
2
0
2
0
年

4
月
1
日
よ
り
株
式
会
社
み
ず
ほ
銀

行
が
提
供
す
る
ス
マ
ホ
決
済
サ
ー
ビ

ス
「
J 

‐
C
o
i
n 
P
a
y
」
と

連
携
し
、
ろ
う
き
ん
普
通
預
金
口
座

か
ら
チ
ャ
ー
ジ
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の

取
り
扱
い
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

  

「
J 

‐
C
o
i
n 

P
a
y
」
は
、

み
ず
ほ
銀
行
が
提
供
し
、
全
国
90
以

上
の
金
融
機
関
が
参
画
し
て
い
る

ス
マ
ホ
決
済
サ
ー
ビ
ス
で
「
送
る
」

「
送
っ
て
も
ら
う
」「
支
払
う
」
と
い

奨
学
金
借
換
ロ
ー
ン
「
つ
な
ぐ
」
の

お
取
り
扱
い
期
間
が
１
年
を
切
り
ま
し
た

　

奨
学
金
を
利
用
さ
れ
、
ご
返
済
中

の
方
、
こ
れ
か
ら
ご
返
済
が
始
ま
る

皆
さ
ん
、
ま
た
ご
家
族
が
奨
学
金
を

利
用
さ
れ
た
方
、
奨
学
金
借
換
ロ
ー

ン
「
つ
な
ぐ
」
の
お
取
り
扱
い
期
間

が
残
り
1
年
を
切
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
利

用
頂
い
て
い
る
「
つ
な
ぐ
」
で
す
が
、

ご
契
約
の
き
っ
か
け
は
「
毎
月
の
負

担
を
軽
く
し
た
い
」「
返
済
期
間
を
短

縮
し
た
い
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

今
一
度
、
ご
自
分
の
奨
学
金
の
金

利
が
何
％
な
の
か
を
ご
確
認
い
た
だ

き
、ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
見
直
し
を
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

う
お
金
の
機
能
が
ス
マ
ホ
上
で
完
結

で
き
る
こ
と
に
加
え
、
金
融
機
関
の

預
金
口
座
と
の
入
出
金
（
チ
ャ
ー
ジ

戻
入
）
に
つ
い
て
も
、
ス
マ
ホ
上
の

ア
プ
リ
を
使
っ
て
「
い
つ
で
も
・
ど

こ
で
も
・
無
料
」
で
、
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
で
す
。

  

「
ろ
う
き
ん
」
は
今
後
も
お
客
さ

ま
に
よ
り
満
足
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ

ス
の
拡
充
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ゴールデンウイーク期間中
におけるローンセンターの

営業について
　ゴールデンウイーク期間中のローンセ
ンターの営業は以下のとおりとさせてい
ただきます。
　皆さまにはご不便をおかけしますが、
何卒ご理解賜りますようお願い申し上げ
ます。

月　日

LC天神・北九州・
久留米・さが・
長崎・佐世保・
宮崎・都城・
鹿児島

LC熊本・
おおいた

4月29日
(水)祝日 休業 休業

4月30日
(木) 営業 営業

5月1日(金) 営業 営業

5月2日(土) 休業 営業

5月3日(日)
祝日 休業 休業

5月4日(月)
祝日 休業 休業

5月5日(火)
祝日 休業 休業

5月6日(水)
振休 休業 休業

5月7日(木) 営業 営業

商 品 名 教育ローン（奨学金借換専用「つなぐ」）

対 象
お申込人およびお申込人と生計を一にする２親等以内の親
族の奨学金借換に必要な資金（奨学金借換以外の資金使途
を含む場合は対象となりません。）

融資限度額 1,000万円以内

融 資 期 間 20年以内

本 人 年 収 安定継続した収入があり、前年度税込み年収が150万円以上
の方

勤 続 年 数 同一勤務先に原則１年以上勤務されている方

金 利
（保証料込）

団体会員の間接構成員の方 一般勤労者の方

変動金利1.0% 変動金利1.8％

返 済 方 法 元利均等毎月返済または元利均等毎月・ボーナス併用返済

担 保 不要

保 証 機 関 （一社）日本労働者信用基金協会

取 扱 期 間 2018年４月１日～2021年３月31日（３年間）
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4
月
よ
り
鹿
児
島
推
進
本
部
に

配
属
と
な
り
ま
し
た
岡
本
と
申
し

ま
す
。

　

山
下
前
部
長
の
後
任
と
し
て
着

任
し
ま
し
た
。
山
下
前
部
長
同
様
、

お
引
き
立
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

出
身
は
鳥
取
砂
丘
で
有
名
な
鳥

取
で
す
が
、東
京
、福
岡
、鳥
取
、佐

賀
と
転
勤
を
重
ね
、生
ま
れ
て
初
め

て
鹿
児
島
で
生
活
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
一
日
も
早
く
皆
様
の
お
役

に
立
て
る
よ
う
精
一
杯
頑
張
り
ま
す

の
で
、ご
指
導
・
ご
鞭
撻
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

４
月
よ
り
、
ぐ
り

ん
ぼ
う
鹿
屋
店
長

と
し
て
配
属
さ
れ
ま

し
た
川
口
と
申
し
ま

す
。

　

組
合
員
の
皆
さ
ま

に
「
お
役
立
ち
」
が

で
き
る
よ
う
鋭
意

業
務
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ご
指

導
・
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

4
月
よ
り
鹿
児
島
推
進
本
部
に

配
属
と
な
り
ま
し
た
佐
田
と
申
し

ま
す
。

　

鹿
児
島
で
は
初
め
て
の
業
務
と

な
り
ま
す
が
、
義
父
の
故
郷
と
い

う
こ
と
も
あ
り
不
思
議
な
縁
を
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
こ
の
地
に
慣
れ
、

皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
指

導
・
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

４
月
よ
り
鹿
児
島
推
進
本
部

に
配
属
と
な
り
ま
し
た
鶴
﨑
と

申
し
ま
す
。

　

鹿
児
島
県
出
身
で
す
が
、
高

校
卒
業
後
は
県
外
で
過
ご
し
て

お
り
ま
し
た
の
で
、こ
の
度
、久

し
ぶ
り
に
地
元
鹿
児
島
に
戻
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

一
日
も
早
く
組
合
員
の
皆
さ

ま
に
覚
え
て
い
た
だ
き
、
皆
さ

ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、ご
指
導
・

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

２
０
２
０
年
４
月　

転
入
者
の
ご
報
告

共
済
シ
ョ
ッ
プ
ぐ
り
ん
ぼ
う
鹿
屋
店

新
店
長
の
ご
報
告

岡本　悟
事業推進部
事業推進部長

佐賀推進本部
より転入

川口　昌寿
ぐりんぼう鹿屋店
店長

ぐりんぼう鹿児島
団体推進２係
より異動

佐田　朋嘉
ぐりんぼう鹿児島店長
兼 事業推進課長

福岡推進本部
より転入

鶴﨑麻由美
ぐりんぼう鹿児島
団体推進２係長

宮崎推進本部
より転入

　このたびの新型コロナウイルス感染症でお亡くなりにな
られた方、ご遺族の皆さまに謹んで哀悼の意を表します。
また、被患されている方々につきましても、一日も早いご
回復をお祈り申し上げます。
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のための当会
の対応および共済金支払いの取り扱い等についてお知らせ
いたします。なお、今後の状況変化に応じて、追加の対策
等を講じるなど、対応を変更することがございますので、
あらかじめご了承いただきますようお願いいたします。

新型コロナウイルス感染症に関するお知らせ

１．当面の期間について
　　2020年４月13日（月）～ 2020年５月６日（水）

２．感染拡大防止のための対応
（１）当会主催の会議・セミナー・イベント等の取り扱い
　 　当会主催の会議・セミナー・イベント・個人保障相談会などの開催は、延期または中止する場合が

あります。
（２）協力団体・代理店・組合員への訪問活動の自粛
　 　協力団体・代理店・組合員への訪問は原則、自粛し、電話・メール・郵送等による対応を行い、状

況に応じて必要な対応を図ります。
（３）共済ショップ各店における営業日・営業時間の縮小
　 　以下のとおり共済ショップ各店の窓口営業時間を縮小いたします。また、鹿児島店の土曜日営業は

５月９日（土）まで休業いたします。なお、電話でのお問い合わせ対応は、現行の平日（月曜日～金曜日）
の営業時間と変更ありません。

【現行】～４月11日（土） 【変更】４月13日（月）～５月６日（水）
営業日・営業時間 営業日・営業時間

鹿児島店 月曜日～金曜日　９：00～18：00
土曜日　　　　　10：00～16：00

月曜日～金曜日　９：00～15：00
鹿 屋 店
奄 美 店 月曜日～金曜日　９：00～17：00

（４）窓口ご来店時の感染予防対策
　 　対応職員は、マスク着用および、手洗い・うがい・アルコール消毒をその都度徹底します。また、

応対で使用したタブレットや署名棒、筆記用具はその都度アルコール消毒します。

３．「新型コロナウイルス感染症」に関する共済金支払いの取り扱いの補強について
　 　新型コロナウイルス感染症は、入院共済金の対象となる疾病に該当しますが、入院による治療が必

要であったにもかかわらず、医療機関の事情により、臨時施設（病院と同等とみなせる施設）に入所
もしくは自宅にて療養し、医師の治療を受けている場合も、医師の証明書等をご提出いただくことで
入院共済金の支払い対象とする取り扱いを行います。
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４
月
１
日
（
水
）
～
５
月
31
日
（
日
）

「
保
障
の
点
検
・
見
直
し
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
60
」実
施
中
！

　

こ
く
み
ん
共
済 coop

〈
全
労
済
〉
で
は
、よ
り
よ
い
保
障
の
ご
提
案
を
通
じ
て
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
い

う
想
い
か
ら
「
保
障
の
点
検
・
見
直
し
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
60
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。　

　

４
月
１
日
～
５
月
31
日
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
「
住
ま
い
」「
マ
イ
カ
ー
」「
ラ
イ
フ
（
生
命
や
医
療
）」
各
保

障
の
お
見
積
も
り
を
希
望
し
、応
募
シ
ー
ト
を
提
出
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
、抽
選
で
１
０
０
名
様
に
防
災
グ
ッ
ズ

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
「
住
ま
い
」「
マ
イ
カ
ー
」「
ラ
イ
フ
（
生
命
・
医
療
）」
そ
れ
ぞ
れ
の
掛
金
見
積
も
り
を
希
望
さ
れ
る
ご
と
に
１
口

の
応
募
と
な
り
、最
大
３
口
ま
で
の
応
募
が
で
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
保
障
の
点
検
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

【住まいの保障】
□�どのような保障内容に加入し
ているか分からない、知らな
い
□�住宅を建てるとき、または賃
貸に住むとき、勧められるま
まに保障に加入した
□�台風や地震への備えが気にな
る

★保障の点検・見直しセルフチェック
　１つでもあてはまる方は、保障の点検・見直しをおすすめ
します。

【マイカーの補償】
□�何年も補償の点検・見直しを
していない
□�保険料・掛金の負担を軽くし
たい
□�車を購入したので補償につい
て検討している

【ライフ（生命・医療）の保障】
□保障内容に不安がある
□�保険料・掛金の負担を軽くし
たい

□�新生活が始まったので保障を
見直したい

□�子どものけがや病気への保障
を見直したい

こくみん共済 coop

こくみん共済 coop

こくみん共済 coop
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今
回
の

ベ
ト
ナ
ム

（
ホ
ー
チ

ミ
ン
）
視

察
が
私
に

と
っ
て
人

生
初
の
海
外
で
し
た
。
ホ
ー
チ
ミ
ン

で
は
「
ク
チ
地
下
ト
ン
ネ
ル
」「
戦

争
証
跡
博
物
館
」
な
ど
様
々
な
場
所

を
観
光
し
ま
し
た
。
ホ
ー
チ
ミ
ン
を

観
光
中
、
も
の
す
ご
い
バ
イ
ク
の
量

ベ
ト
ナ
ム
視
察
に
参
加

し
て

連
合
鹿
児
島
（
フ
ー
ド
連
合
）

青
年
委
員
会 

事
務
局
長

　

 

井
川
　
　
亮

ベ
ト
ナ
ム
レ
ポ
ー
ト
VOL.2

で
大
変
驚
き
ま
し
た
。
ホ
ー
チ
ミ
ン

の
人
口
約
９
０
０
万
人
に
対
し
バ
イ

ク
の
所
有
台
数
８
５
０
万
台
、
子
ど

も
以
外
は
持
っ
て
い
る
と
聞
き
、
と

て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

ク
チ
地
下
ト
ン
ネ
ル
で
は
戦
時
中

ど
の
よ
う
に
暮
ら
し
、
軍
事
大
国
ア

メ
リ
カ
に
対
し
ど
の
よ
う
に
し
て

戦
っ
た
の
か
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
軍
は
度
重
な
る

空
爆
と
枯
葉
剤
の
散
布
に
よ
り
ベ
ト

ナ
ム
解
放
戦
線
の
壊
滅
を
狙
い
ま
し

た
が
、
解
放
軍
は
地
下
に
潜
っ
て
ゲ

リ
ラ
戦
を
展
開
。
全
長
２
０
０
キ
ロ

の
ト
ン
ネ
ル
で
、
ア
メ
リ
カ
軍
は
存

在
を
知
り
な
が
ら
も
複
雑
な
構
造
の

た
め
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
解
放
軍
は
数
々
の
ト
ラ
ッ
プ
も

駆
使
し
勝
利
し
ま
し
た
。
地
下
ト
ン

ネ
ル
は
戦
争
で
利
用
し
た
だ
け
で
な

く
、
住
民
の
生
活
空
間
に
も
な
っ
て

い
ま
し
た
。
実
際
に
私
も
ト
ン
ネ
ル

に
入
っ
て
み
ま
し
た
が
と
て
も
狭
く

移
動
が
き
つ
か
っ
た
で
す
。
兵
力
や

物
資
の
面
で
圧
倒
的
に
劣
っ
て
い
た

は
ず
の
解
放
戦
線
が
ア
メ
リ
カ
に
負

け
る
こ
と
な
く
勝
利
し
た
の
は
「
自

分
た
ち
の
国
を
守
る
」
と
い
う
強
い

意
志
と
我
慢
強
さ
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

戦
争
証
跡
博
物
館
で
は
戦
争
の
原

因
、
経
緯
に
迫
っ
た
資
料
な
ど
が
展

示
さ
れ
て
お
り
、
正
直
目
を
そ
む
け

た
く
な
る
よ
う
な
も
の
も
あ
り
ま
し

た
。
説
明
文
に
日
本
語
表
記
が
無
く

読
め
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
写
真
だ
け

で
も
戦
時
中
の
悲
惨
な
状
況
を
よ
く

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
番
印

象
的
だ
っ
た
の
は
、
戦
争
で
使
用
さ

れ
た
枯
葉
剤
の
影
響
で
重
度
障
害
を

持
っ
て
生
ま
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
写

真
と
赤
ち
ゃ
ん
の
ホ
ル
マ
リ
ン
漬

け
で
す
。
見
て
い
て
と
て
も
悲
し
い

気
持
ち
に
な
り
、
な
ぜ
関
係
の
な
い

人
々
ま
で
こ
ん
な
目
に
合
わ
な
い

と
い
け
な
い
の
か
と
怒
り
も
感
じ

ま
し
た
。

　

今
回
の
ベ
ト
ナ
ム
視
察
で
は
、
私

た
ち
が
当
た
り
前
に
生
き
て
い
る

「
今
」
が
ど
ん
な
に
幸
せ
な
こ
と
か

身
を
も
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
学
ん
で
き
た
こ
と
を
私
た
ち

若
い
世
代
が
少
し
で
も
多
く
の
人

に
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
大
変
貴

重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

鹿
児
島

県
労
働
者

福
祉
協
議

会
第
25
次

海
外
視
察

に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
行
先
は
ベ

ト
ナ
ム
・
ホ
ー
チ
ミ
ン
。
日
本
で
も

食
べ
物
の
好
き
嫌
い
が
激
し
い
私

は
、
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
や
カ
ロ
リ
ー

メ
イ
ト
、
ゼ
リ
ー
等
を
買
い
込
み
、

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
拡

大
す
る
中
、
マ
ス
ク
と
ア
ル
コ
ー
ル

消
毒
液
も
持
参
し
、出
発
し
ま
し
た
。

　

ホ
ー
チ
ミ
ン
に
到
着
し
て
、
ま
ず

感
じ
た
こ
と
は
バ
イ
ク
の
多
さ
で

す
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
。
ホ
ー

チ
ミ
ン
市
の
人
口
は
約
９
０
０

万
人
。
バ
イ
ク
所
有
台
数
は
８

５
０
万
台
。
一
家
に
１
台
で
は

な
く
、
ほ
ぼ
一
人
１
台
所
有
し
て

い
る
よ
う
な
状
況
の
よ
う
で
す
。

近
代
的
な
高
層
ビ
ル
も
多
く
見

ら
れ
ま
し
た
。
大
量
の
バ
イ
ク

や
大
勢
の
若
者
に
経
済
成
長
の

勢
い
や
活
気
を
感
じ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
証
跡

博
物
館
や
ゲ
リ
ラ
戦
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
ク
チ
ト
ン
ネ
ル
を
訪

問
し
た
際
に
は
、
長
期
間
続
い
た

戦
争
の
凄
惨
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

戦
争
時
の
残
虐
行
為
の
写
真
や

枯
葉
剤
の
犠
牲
に
な
っ
た
方
の

写
真
は
直
視
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
枯
葉
剤
の
影
響
は
、
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
が
終
結
し
て
40
年
以
上

が
経
っ
た
今
も
、
第
３
世
代
そ
し
て

ひ
孫
に
あ
た
る
第
４
世
代
ま
で
及
ん

で
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
戦
争

は
必
ず
一
般
の
市
民
を
巻
き
込
み
ま

す
。
改
め
て
、
平
和
の
尊
さ
を
痛
感

し
、
新
た
な
戦
争
被
害
者
を
生
み
出

さ
な
い
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
が
平

和
に
つ
い
て
考
え
、
行
動
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
心
配
し
て
い
た
食
事
も

お
い
し
く
い
た
だ
け
た
こ
と
、
気
温

30
度
を
超
え
る
ホ
ー
チ
ミ
ン
で
も
頑

張
っ
て
マ
ス
ク
を
着
け
続
け
た
か
い

あ
っ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ

の
感
染
の
兆
候
も
全
く
な
い
こ
と
を

報
告
い
た
し
ま
す
。

　

大
変
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
す

べ
て
の
方
々
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ホーチミン市の町の様子。日本と違い、圧倒的にバイ
クの数が多かったです。日本との文化に違いに驚きま
した。

ゲリラ戦シンボル　74の地下トンネル

ベ
ト
ナ
ム
で
改
め
て

感
じ
た
平
和
の
尊
さ

九
州
労
働
金
庫
鹿
児
島
県
本
部

業
務
推
進
課 

代
理

　

 

赤
崎
　
　
聡
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ス
の
影
響
で
今
回
の
研
修
旅
行
で
一

番
行
き
た
か
っ
た
ツ
ー
ズ
ー
病
院
の

視
察
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ツ
ー

ズ
ー
病
院
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
使
用

さ
れ
た
枯
葉
剤
に
よ
っ
て
障
害
を

持
っ
て
生
ま
れ
た
子
ど
も
た
ち
を
保

護
し
て
い
る
病
院
で
す
。
ツ
ー
ズ
ー

病
院
に
は
行
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

戦
争
証
跡
博
物
館
で
記
録
写
真
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
日
本

人
写
真
家
に
よ
る
資
料
は
日
本
語
で

紹
介
さ
れ
よ
く
理
解
で
き
ま
し
た
。

事
実
を
そ
の
ま
ま
映
し
出
し
た
写
真

を
見
る
こ
と
で
、
戦
争
の
悲
惨
さ
や

む
ご
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
、
戦
争

は
絶
対
に
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
と

さ
ら
に
強
く
思
い
ま
し
た
。

　

ク
チ
の
地
下
ト
ン
ネ
ル

は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
中
に

北
ベ
ト
ナ
ム
勢
力
に
よ
っ

て
掘
ら
れ
た
対
ア
メ
リ
カ

軍
用
の
要
塞
地
下
ト
ン
ネ

ル
網
で
、
ベ
ト
コ
ン
（
南

ベ
ト
ナ
ム
解
放
民
族
戦
線
）

の
基
地
に
も
な
っ
た
ト
ン

ネ
ル
の
総
延
長
は
約
２
５

０
㎞
に
も
お
よ
び
、
内
部

に
は
作
戦
会
議
室
や
キ
ッ

チ
ン
、
宿
舎
、
医
療
施
設
ま

で
あ
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ

な
罠
も
あ
り
、
木
々
の
間

な
ど
か
ら
襲
っ
て
く
る
ベ

ト
コ
ン
に
ア
メ
リ
カ
軍
が

苦
戦
し
た
と
い
う
こ
と
が

よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
ベ
ト
コ
ン
の
動
き

が
わ
か
る
よ
う
に
枯
葉
剤

が
散
布
さ
れ
、
ベ
ト
ち
ゃ

ん
、
ド
ク
ち
ゃ
ん
の
よ
う
な
障
害
を

持
っ
た
人
た
ち
が
大
勢
生
ま
れ
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
も
戦
争
は

何
も
生
ま
な
い
、
犠
牲
者
を
作
っ
て

い
く
だ
け
の
も
の
と
い
う
こ
と
を
強

く
感
じ
ま
し
た
。

　

戦
争
は
非
日
常
的
な
も
の
で
す

が
、
そ
れ
は
突
然
に
そ
う
な
る
の
で

は
な
く
、
日
常
か
ら
の
延
長
線
上
に

あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
今
の

平
和
が
戦
争
へ
向
か
っ
て
い
か
な
い

よ
う
に
私
た
ち
自
身
が
行
動
を
起
こ

し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
再
認
識

で
き
た
旅
と
な
り
ま
し
た
。
貴
重
な

体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

現
在
新

型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が

猛
威
を
ふ

る
っ
て
い
ま

す
。
私
た

ち
が
ベ
ト
ナ
ム
に
出
発
し
た
２
月
７

日
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延

し
始
め
た
頃
で
、
果
た
し
て
行
け
る

の
だ
ろ
う
か
と
心
配
し
な
が
ら
の
出

発
で
し
た
。
空
港
、
飛
行
機
の
中
は

も
ち
ろ
ん
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
マ
ス
ク

を
し
て
い
る
の
が
当
た
り
前
で
、
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
終
結
の
シ
ン
ボ
ル
「
統

一
会
堂
」
で
は
マ
ス
ク
が
配
ら
れ
る

ほ
ど
で
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

　

今
回
、小

学
生
の
時

に
読
ん
だ

『
ベ
ト
ち
ゃ

ん
・
ド
ク

ち
ゃ
ん
か

ら
の
て
が
み
』
を
思
い
出
し
つ
つ
、

労
福
協
の
第
25
次
海
外
視
察
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の

視
察
を
通
し
ベ
ト
ナ
ム
の
人
た
ち
が

現
在
ど
う
い
う
生
活
を
さ
れ
て
い
る

の
か
、
戦
争
の
影
響
が
現
在
も
ど
の

よ
う
に
続
い
て
い
る
の
か
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

出
発
ま
で
の
ベ
ト
ナ
ム
の
印
象
は

統一会堂

映
画
『
プ
ラ
ト
ー
ン
』
で
見
た
ジ
ャ

ン
グ
ル
が
生
い
茂
っ
た
風
景
で
し
た

が
、
到
着
早
々
、
驚
き
の
連
続
と
な

り
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
に
到
着
し
て

の
第
一
印
象
は
『
発
展
途
上
国
に
は

見
え
な
い
』
こ
と
で
し
た
。
ホ
ー
チ

ミ
ン
市
に
は
高
層
ビ
ル
が
立
ち
並

び
、
夜
に
な
っ
て
も
街
は
明
る
く
大

勢
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
都

市
部
か
ら
少
し
バ
ス
を
走
ら
せ
る

と
、
近
代
的
な
街
並
み
か
ら
ト
タ
ン

で
作
ら
れ
た
家
が
集
ま
っ
た
ス
ラ
ム

街
、
伝
統
的
な
木
造
建
築
の
家
が
あ

る
村
ま
で
、
生
活
水
準
の
格
差
を
感

じ
る
場
面
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
２
０
１
９
年
の

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
訪
日
留
学
生
は
外

国
人
留
学
生
全
体
の
24
・
２
％
、
国

籍
別
で
は
中
国
に
次
い
で
２
番
目
に

多
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
日
本
に

な
じ
み
の
あ
る
会
社
の
看
板
や
車
を

目
に
す
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し

た
。
自
身
が
考
え
て
い
た
以
上
に

日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
は
身
近
な

存
在
で
し
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
関
連
す

る
各
施
設
へ
の
訪
問
で
は
命

の
尊
さ
を
改
め
て
学
び
、
被

害
に
あ
わ
れ
た
方
々
の
精
神

的
、
身
体
的
な
苦
痛
が
現
在

も
二
世
三
世
へ
と
続
い
て
い

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
枯

葉
剤
の
影
響
で
た
だ
れ
た
皮

膚
や
手
足
の
な
い
子
ど
も
の

ほ
か
、
銃
を
持
ち
戦
う
少
年

少
女
の
写
真
や
米
軍
の
前
を

泣
き
な
が
ら
歩
く
少
年
少
女

な
ど
、
目
を
覆
い
た
く
な
る

ベトナム戦争で使用された爆弾

平
和
な
世
界
の
実
現
に

向
け
て

こ
く
み
ん
共
済coop 

〈
全
労
済
〉

鹿
児
島
推
進
本
部
事
業
推
進
部

団
体
推
進
課  
　
　
濵
口
　
　
祐

ベ
ト
ナ
ム
海
外
視
察

研
修
に
参
加
し
て

自
治
労
鹿
児
島
県
本
部

（
鹿
児
島
市
職
労
）

女
性
部
書
記
長
　
安
楽
　
和
代

写
真
も
多
く
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
目
を
背
け
る
こ
と
な
く
し
っ
か

り
見
て
感
じ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
く

こ
と
が
、
今
回
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
一
つ
の
目
的
で
あ
り
、
こ
れ
か

ら
の
責
任
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
を
通
し
、
日
々
の
平

和
を
当
た
り
前
の
も
の
だ
と
思
う
の

で
は
な
く
、
幸
せ
を
感
じ
な
が
ら
生

活
し
て
い
こ
う
と
感
じ
ま
し
た
。
戦

争
の
な
い
平
和
な
世
界
を
つ
く
る
た

め
に
自
身
に
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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セルフコンパッション
でうまくいく！

ニュース・
ワード

臨床心理士　山藤奈穂子

安
全
で
は
な
く
脅
威
の
モ
ー
ド

に
入
る
の
で
、
新
し
い
こ
と
を

う
ま
く
覚
え
ら
れ
ず
、
ミ
ス
ば

か
り
し
て
し
ま
い
、
さ
ら
に
委

縮
や
緊
張
す
る
こ
と
で
能
力
を

発
揮
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
つ

ま
り
、
人
は
職
場
な
ど
で
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
て
い
る
時
、常
に
こ

の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。

　

近
年
、
欧
米
の
企
業
な
ど
で

は
「
今
こ
こ
」
に
意
識
を
集
中

す
る
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想

（
め
い
そ
う
）
や
、
自
分
に
や
さ

し
さ
と
思
い
や
り
を
向
け
る
セ

ル
フ
コ
ン
パ
ッ
シ
ョ
ン
瞑
想
を

取
り
入
れ
、
遊
び
の
あ
る
空
間

を
設
け
た
り
ペ
ッ
ト
を
飼
っ
た

り
な
ど
、
会
社
の
中
に
安
心
・

安
全
な
環
境
を
つ
く
り
だ
し
、

働
く
人
の
創
造
性
と
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
上
げ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
利
用
し
て
で
き
る

簡
単
な
方
法
を
ひ
と
つ
。
何
か

に
失
敗
し
た
と
き
は
、
深
呼
吸

を
繰
り
返
し
、
気
持
ち
よ
く
体

が
緩
む
感
じ
に
意
識
を
集
中
し

て
か
ら
、
親
友
に
接
す
る
よ
う

に
優
し
い
言
葉
を
自
分
に
か
け

て
み
ま
し
ょ
う
。
自
責
す
る
よ

り
も
っ
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

向
上
す
る
は
ず
で
す
！

ム
は
脳
に
悪
影
響
を
与
え
る
」
と

発
表
し
た
こ
と
な
ど
が
背
景
。
一

方
、「
各
家
庭
で
ル
ー
ル
を
設
け

れ
ば
い
い
こ
と
で
、
行
政
が
制
限

す
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
批
判

の
声
も
あ
り
ま
す
。

　

い
つ
も
か
ご
し
ま
労
働
者
福
祉
だ

よ
り
を
読
ん
で
い
ま
す
。
特
に
「
よ

い
睡
眠
で
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
」
を
生

活
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
最
近
よ
い
睡
眠
に
つ
な
が
れ

ば
と
思
い
、
昼
食
時
間
に
40
分
間
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
ま
し
た
。

 （
湧
水
町
・
男
性
）

　

Ａ
Ｔ
Ｍ
を
利
用
す
る
際
、
ロ
ー
ソ

よ
り
」
を
頂
い
て
い
ま
し
た
が
、最

近
は
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ホ
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
記
事
を
読
ん
で
い
ま

す
。
ど
こ
で
も
見
ら
れ
る
の
が
い
い

で
す
。
4
コ
マ
漫
画
も
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
� 

（
奄
美
市
・
男
性
）

　

自
動
車
保
険
を
こ
く
み
ん
共
済 

<coop>

に
切
り
か
え
て
安
く
な

り
ま
し
た
！　

見
直
し
も
大
切
で

す
ね
！ 

（
鹿
児
島
市
・
男
性
）

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
「
音

楽
の
絵
本
」、
こ
ん
な
感
じ
な
ん

で
す
ね
！　

本
当
に
動
物
が
演
奏

し
て
く
れ
て
い
る
み
た
い
で
、
楽

し
そ
う
で
す
�

 

（
鹿
児
島
市
・
女
性
）

　

最
新
の
脳
科
学
研
究
か

ら
、人
は
安
心
や
安
全
、つ
な

が
り
を
感
じ
て
い
る
時
に
こ

そ
、
最
も
よ
く
脳
の
学
習
が

起
こ
り
、
機
能
を
最
大
限
に

発
揮
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
現
代
は
ス
ト
レ
ス

社
会
で
す
。
強
い
ス
ト
レ
ス

が
あ
る
と
人
の
脳
は
危
機
を

感
じ
、「
脅
威
の
モ
ー
ド
」
に

な
っ
て
過
覚
醒
し
た
闘
争
か

逃
走
の
反
応
、
あ
る
い
は
低

覚
醒
の
不
動
や
ま
ひ
反
応
を

示
し
ま
す
。

　

自
己
嫌
悪
や
自
己
批
判
に

よ
っ
て
も
、
人
の
脳
は
他
者

か
ら
攻
撃
さ
れ
た
場
合
と
同

じ
反
応
を
示
し
ま
す
。安
心
・

①自分にやさしい言葉を

ゲーム規制条例
　

電
子
ゲ
ー
ム
で
遊
ぶ
時
間
を
規
制

し
よ
う
と
、
香
川
県
が
進
め
て
い
る

条
例
素
案
。

　

高
校
生
以
下
の
子
ど
も
を
対
象
に

「
１
日
の
ゲ
ー
ム
時
間
は
平
日
60
分
、

休
日
90
分
ま
で
」「
高
校
生
は
夜
間

10
時
以
降
、
中
学
生
以
下
は
９
時
以

降
禁
止
」
と
定
め
る
も
の
で
す
。
罰

則
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
条
例
案
が
議

会
を
通
過
し
、
制
定
さ
れ
る
こ
と
に

な
れ
ば
、
各
家
庭
で
自
粛
が
進
む
こ

と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

世
界
保
健
機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が

２
０
１
７
年
、「
ゲ
ー
ム
依
存
症
」

を
疾
患
と
規
定
し
、「
長
時
間
の
ゲ
ー

読
　
者

か
ら
の

声

249

ン
を
探
し
ま
す
が
、
な
い
時
は
、
セ

ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
が
あ
る
の
で
、
引
き

出
す
際
は
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま

す
。
末
長
く
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
続
け

て
く
だ
さ
い
。 （
鹿
児
島
市
・
男
性
）

　

労
働
者
福
祉
だ
よ
り
に
は
、各
地
域

で
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
や
ふ
れ
あ

い
交
流
会
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
様
子

が
紹
介
さ
れ
、頑
張
っ
て
い
る
の
が
よ

く
わ
か
り
ま
す
。 

（
奄
美
市
・
女
性
）

　

働
く
者
を
取
り
巻
く
状
況
が
厳
し

い
だ
け
に
、
小
さ
く
と
も
労
金
・
労

済
の
メ
リ
ッ
ト
を
拡
げ
た
い
で
す

ね
。 

（
い
ち
き
串
木
野
市
・
男
性
）

　

以
前
は
職
場
で
「
労
働
者
福
祉
だ
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ど
も
6
人
を
含
む
18
人
が
参
加
。
子

ど
も
た
ち
も
大
人
顔
負
け
の
手
際
よ

い
包
丁
裁
き
を
見
せ
、
親
子
で
サ
ケ

の
ソ
テ
ー
（
カ
レ
ー
ソ
ー
ス
）、
レ

ン
コ
ン
と
さ
さ
み
の
酢
の
物
、
ト
マ

ト
、
ア
ボ
ガ
ド
、
バ
ナ
ナ
の
サ
ラ
ダ
、

昆
布
入
り
塩
サ
ブ
レ
を
作
り
ま
し

た
。
講
師
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

皆
真
剣
な
眼
差
し
で
一
品
ず
つ
仕
上

げ
、
完
成
し
た
料
理
で
昼
食
を
と
り

ま
し
た
。

　

ま
た
こ
の
日
は
講
師
の
大
岩
本
さ

ん
が
旬
の
新
玉
ね
き
と
ニ
ン
ジ
ン
を

持
参
し
て
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
作
り
、

お
土
産
と
し
て
配
布
す
る
サ
ー
ビ
ス

も
あ
り
、参
加
者
を
喜
ば
せ
ま
し
た
。これから試食「いただきま～す」

囲碁お手玉ビンゴ！

出来栄えに満足しながらいただきました

かわいらしいお雛祭りランチ出来あがり

ロックミシン布切らないようひやひやです

　

鹿
児
島
地
域
労
福
協
は
２
月
29
日

（
土
）、
サ
ン
エ
ー
ル
か
ご
し
ま
の
調

理
室
で
第
14
回
料
理
教
室
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

栄
養
士
で
Ｃ
Ｏ
・
Ｏ
Ｐ
（
生
協

コ
ー
プ
か
ご
し
ま
）
の
料
理
ブ
ロ
グ

　

南
薩
地
域
労
福
協
は
2
月
29
日

（
土
）、
大
岩
本
ひ
と
み
氏
を
講
師
に

招
い
て
指
宿
ブ
ロ
ッ
ク
料
理
教
室
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

教
室
に
は
幼
稚
園
と
小
学
生
の
子

も
担
当
し
て
い
る
田
島
美
香
子
さ
ん

を
講
師
に
招
き
、
17
人
の
参
加
者
が

３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
３
月
３
日

の
ひ
な
祭
り
に
ち
な
ん
で
「
手
ま
り

寿
司
」「
ピ
ン
チ
ョ
ス
」「
ひ
な
ク
レ
ー

プ
」「
は
ま
ぐ
り
の
お
清
汁
」
の
4

品
を
約
２
時
間
か
け
て
作
り
ま
し

た
。 

　

家
で
普
段
料
理
を
し
な
い
参
加
者

も
分
担
し
な
が
ら
手
際
よ
く
作
業
を

進
め
、
完
成
後
は
皆
で
試
食
し
、
き

れ
い
に
片
付
け
て
終
了
し
ま
し
た
。

　

南
薩
地
域
労
福
協
は
3
月
7
日

（
土
）、
指
宿
ブ
ロ
ッ
ク
洋
裁
教
室
を

開
催
し
ま
し
た
。

洋
裁
教
室
を
開
催

南
薩
地
域
労
福
協

熊
毛
労
福
協
・
労
金
地
区
推
進

委
員
会
共
催
イ
ベ
ン
ト
開
催

熊
毛
地
域
労
福
協

　

熊
毛
地
域
労
福
協
と
労
金
屋
久

島
地
区
推
進
委
員
会
は
２
月
８
日

（
土
）、
屋
久
島
町
の
宮
之
浦
体
育
館

で
共
催
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
38
人
が
参
加
し
、
蜂
須
賀

労
金
屋
久
島
地
区
推
進
委
員
長
が

あ
い
さ
つ
し
た
後
、
フ
ロ
ア
カ
ー
リ

ン
グ
、
囲
碁
お
手
玉
ビ
ン
ゴ
、
カ
ー

リ
ン
コ
ン
、
シ
ャ
ッ
フ
ル
ボ
ー
ド
の

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
4
種
目
を
４
人
ず

つ
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
楽
し
み
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
初
心
者
が
ほ
と
ん
ど
で

料
理
教
室
を
開
催

南
薩
地
域
労
福
協

第
14
回
「
男
の
料
理
教
室
」
を
開
催

鹿
児
島
地
域
労
福
協

し
た
が
誰
で
も
覚
え
ら
れ
る
内
容
で

単
純
な
ル
ー
ル
の
中
に
も
綿
密
な
戦

略
が
求
め
ら
れ
、
皆
和
気
あ
い
あ
い

と
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

競
技
終
了
後
の
お
楽
し
み
抽
選
会

で
は
参
加
者
全
員
に
景
品
が
当
た
る

な
ど
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
け
が
も

な
く
充
実
し
た
単
産
交
流
と
な
り
ま

し
た
。

　

前
回
開
催
時
に
参
加
者
か
ら
上

が
っ
て
い
た
、
新
学
期
前
に
レ
ッ
ス

ン
バ
ッ
ク
や
靴
入
れ
な
ど
を
作
り
た

い
と
の
声
を
受
け
た
も
の
で
今
回
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
よ
る

臨
時
休
校
の
た
め
、 

大
人
の
み
8
人

の
参
加
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
ミ
シ
ン
を
使
う
の
が
中
学

校
の
授
業
以
来
と
い
う
初
心
者
か
ら

講
師
顔
負
け
の
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
集
ま

り
、レ
ッ
ス
ン
バ
ッ
ク
と
上
靴
入
れ
、

カ
ー
プ
ポ
ー
チ
の
ほ
か
、
マ
ス
ク
不

足
も
あ
っ
て
、
ガ
ー
ゼ
布
を
使
っ
た

ワ
イ
ヤ
ー
入
り
タ
ッ
ク
マ
ス
ク
を
作

り
ま
し
た
。
参
加
者
は
糸
通
し
か
ら

指
導
を
受
け
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し

た
雰
囲
気
の
中
で
も
真
剣
な
ま
な
ざ

し
で
製
作
を
進
め
、
終
了
後
は
「
マ

ス
ク
不
足
の
中
助
か
っ
た
」「
と
て

も
楽
し
か
っ
た
」「
洋
裁
に
目
覚
め

た
」「
ま
た
開
催
し
て
ほ
し
い
」
と

声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。
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︿
解
き
方
﹀ 

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
７
文

字
を
う
ま
く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

―
―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―
―

１
　
…
…
的
に
助
か
っ
た
！

３
　
花
盛
り
で
す

６
　
ベ
ル
ン
が
首
都

８
　
サ
ザ
エ
さ
ん
の
母
親
は
？

９
　
返
済
不
要
の
給
付
型
…
…

が
広
が
っ
て
ほ
し
い

11
　
歌
手
・
梅
沢
富
美
男
さ
ん

と
い
え
ば
「
…
…
芝
居
」

12
　
刑
事
ド
ラ
マ
。
容
疑
が
晴

れ
た
人
は
…
…

14
　
…
…
朝
、
…
…
月
、
…
…

春

15
　
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
は
都
内
に
あ

る
五
つ
の
…
…
大
学
の
頭

文
字

17
　
飛
行
機
が
通
る
コ
ー
ス

18
　
マ
リ
モ
と
い
え
ば

20
　
単
細
胞
動
物
の
代
表
で
す

21
　「
欠
伸
」
っ
て
読
め
ま
す

か
？

―
―
タ
テ
の
カ
ギ
―
―

１
　
20
歳
未
満
は
…
…
禁
煙

２
　
1
、
3
、
5
、
7
…
…

３
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
で
不
足
気
味

４
　
春
は
こ
れ
で
ゆ
う
う
つ
で

す
ね

5
　
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
種
と
か
イ
ン

デ
ィ
カ
種
が
あ
り
ま
す

７
　
甲
賀
と
き
た
ら

10
　
日
が
照
っ
て
い
る
の
に
小

雨
が
降
る
。
き
つ
ね
の

…
…

13
　
日
本
古
来
の
妖
怪
の
一
つ

15
　
高
齢
者
を
指
す
こ
と
も

16
　
海
外
…
…
、
ゴ
ル
フ

…
…
、
コ
ン
サ
ー
ト
…
…

17
　
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
味
の
飲
料

19
　
英
語
で
は
「
ヒ
ポ
ポ
タ
マ

ス
」

ク
イ
ズ
当
選
者
（
敬
称
略
）

　

折
田　

朱
美 

松
元　
　

剛

　

中
山　

咲
希 

西　

加
南
子

　

角
野
隆
一
郎 

朝
飛
奈
津
美

　

畠
中　

博
徳 

小
橋
建
一
郎

　

山
村
祐
一
郎 

清
水　

美
香

　

福
田
な
つ
き 

野
間　

一
郎

　

杉
田　

真
之 

房
村
け
い
子

　

辻　
　

健
一 

次
村　

篤
典

　

廻　
　

智
子 

小
川　
　

綾

　

永
田　

洋
子 

川
原　

和
美

〔
解
答
〕
は
必
ず
ハ
ガ
キ
で
解
答
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
職
場
名

を
明
記
の
こ
と
。
１
人
１
通
に
限
り

ま
す
。
な
お
、
労
福
協
各
団
体
に
対

す
る
ご
意
見
な
ど
も
お
書
き
く
だ
さ

い
。
締
め
切
り
は
２
０
２
０
年
５
月

7
日
必
着
。
今
回
も
20
人
の
方
に
賞

品
を
進
呈
し
ま
す
。

〔
送
り
先
〕
〒
890
‐
00　
64
鹿
児
島
市

鴨
池
新
町
五
‐
七
‐
六
〇
三　

鹿
児

島
県
労
福
協
「
ク
イ
ズ
」
係

　

3
月
号
の
ク
イ
ズ
の
答
え

　

多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
応
募
総
数
は

71
通
で
、
全
て
正
解
で
し
た
。
厳
正

な
抽
選
の
結
果
、
下
記
の
20
人
が
当

選
さ
れ
ま
し
た
。

答え
ソツギョウシキ（卒業式）

こくみん共済 coopは営利を目的としない保障の生協とし
て共済事業を営み、相互扶助の精神にもとづき、組合員の
皆さまの安心とゆとりある暮らしに貢献することを目的と
しています。この趣旨に賛同いただき、出資金を払い込ん
で居住地または勤務地の共済生協の組合員となることで各
種共済をご利用いただけます。

公式キャラクター

ピットくん（鹿児島県）

＊九州ろうきんホームページアドレス
https://kyusyu-rokin.com/

＊こくみん共済 coop＜全労済＞ホームページアドレス
https://www.zenrosai.coop

＊労福協ホームページアドレス
http://blog.rofuku.net/kagoshima/

ひとりで悩んでいませんか？
まずはお気軽にお電話を!

安心ネットかごしま
鹿児島市鴨池新町５番７号 県労働者福祉会館 6Ｆ

連合鹿児島地域協議会内 

0120-307-830

安心ネット姶良伊佐
霧島市隼人町見次1089-1

労 働 相 談 専 用

 ユーミー隼人ビル101
連合姶良伊佐地域協議会内

0120-783-022

0120-154-052

■相 談 日：月曜日～金曜日（土日祝を除く）
■相談時間：午前10時～午後4時
■相談内容：解雇・不払い残業・有給休暇・パワハラ・セクハラ

多重債務・奨学金・住宅（増・新築）など
■相　　談：原則無料

ただし、弁護士等専門家に相談する場合は、別途料
金がかかる場合があります。


